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研究成果の概要（和文）：本研究では、外国人家事労働者と雇用主のネットワークやアイデンテ

ィティが、権力関係と不可分な関係を形成していることが明らかになった。本研究を通じて、

雇用主と家事労働者が単純な支配・被支配の関係では捉えきれないことが解明された。家事労

働者と雇用主は人種や階級といった点で「他者」であるが、同時に互いに生活空間や時間を共

有する点において、親密な関係をも構築しうる。また、両者の関係性についてより深く考察す

るために、斡旋業者や労働者の家族など複数のファクターを検討する必要性が明らかになった。 

 

 
研究成果の概要（英文）： This study aims at exploring the identity and the network of 
foreign domestic workers and their employers. Through this study, the power relations 
between domestic workers and employers cannot be captured within rule and ruled, but it 
is more complex. Employers and domestic workers are "others" in terms of race and class, 
yet they may build intimate relationship as they share living space and time. Through 
the study, it turned out to be clear that it needs to consider other factors, such as 
brokers or family members of domestic helpers, in order to elucidate the relationship 
between the two.  
 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,240,000 372,000 1,612,000 

2011 年度 1,140,000 342,000 1,482,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,380,000 714,000 3,094,000 

 
 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：政治学・国際関係論 

キーワード：国際関係論、ジェンダー論、移民研究、湾岸諸国、トランスナショナリズム 

 
１．研究開始当初の背景 

 

従来、グローバリゼーションとの関連でム
スリム世界が扱われる場合、テロリズムやイ
スラーム復興をはじめとする反グローバル

化運動との関連で論じられる傾向があった。
けれども、「イスラーム対グローバリゼーシ
ョン」、あるいは「イスラーム対欧米」とい
った単純な構図では、現代のイスラム世界を
捉えきれない。より複層的な視点からグロー
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バル化時代のムスリム世界について、立体的
に議論を組み立てていく必要がある。このよ
うな視点に立ち、報告者は湾岸諸国における
女性の超国家的ネットワークと、それらを通
じたアイデンティティ構築に関する研究を
実施することとした。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、湾岸諸国において女性のネッ
トワークがどのようにつながり、広がってい
るのかを考察することを目的としている。そ
して、国家を超えたヒトとモノの流通が高速
化・拡大する湾岸諸国において、自国民と外
国人はそれぞれどのようにアイデンティテ
ィを構築しているのかについて検討するこ
とが当初の目的であった。 

 

３．研究の方法 

 
 トランスナショナルなネットワークとア
イデンティティ構築に関する基本的命題の
解明に向けて、本研究では以下の行程で研
究を遂行した。 
 

（１）当該分野に関する文献の収集と読み
込み、そして整理を行った。 

 
（２）本研究では、とりわけ外国人家事労働
者とその雇用主である女性に着目した。そし
て、家事労働者受け入れ国であるサウディア
ラビアおよびカタルおよび労働者送り出し
国フィリピンにおいて、現地調査を行った。
調査では、家事労働者と雇用主に加えて、関
連国の大使館員、研究者、人権団体関係者な
どから意見を聴取した。 

 

４．研究成果 
 

一連の調査・研究を行った結果、外国人家
事労働者と雇用主のネットワークやアイデ
ンティティが権力関係と不可分な関係を形
成していることが明らかになった。 
 
（１）複雑な権力関係：本研究でとりわけ重
要な発見のひとつは、雇用者と被雇用者の関
係が単純な支配・被支配の硬直的な関係のみ
では捉えきれず、むしろ可変的で流動的であ
ることが明らかになった点である。もちろん
被雇用者は、給料不払いや虐待などの複数の
危機に晒されることもあるのだが、家事労働
者の逃亡は近年、サウディアラビアでは常態
化しており、雇用主の多くがこれまでに家事
労働者の突然の逃亡を経験したことがある
と回答した。   
 
（２）斡旋業者：そして、このような問題が

常態化する背景に、労働者の斡旋業者の存在
があることが明らかになった。労働者の斡旋
業者は、送り出し国および受け入れ国両方に
あるが、いずれも雇用主および労働者から斡
旋料を徴収している。雇用主は通常、被雇用
候補者の渡航のための航空運賃なども負担
するため、斡旋料は通常数十万円にのぼると
いう。しかし、斡旋業者が提示する雇用条件
（給料や仕事内容）が事前に明確にされない
ことが多いために、家事労働者が就労後短期
間で逃亡するケースは多い。逃亡が試用期間
終了後の場合には、雇用主は数十万円の斡旋
料を失うことになる。家事労働者を新たに雇
用する場合には再度、斡旋料を支払う必要が
ある。本研究では、斡旋業者の存在とそれを
規制できない政府が雇用者と被雇用者の関
係をより複雑なものにしていることが明ら
かになった。 

 
（３）雇用主による被雇用者のケア：従来

の研究では、家事労働者に対する人権を無視
した労働環境が指摘されることが多かった。
だが、本研究を通じて明らかになったことは、
雇用主もまたしばしば家事労働者の逃亡に
よる損失を被っているケースがあることで
ある。 

また、本研究を通じて、被雇用者から「人
権」という表現はほとんど聴取されなかった
ものの、一部の雇用主は「ムスリムとしての
義務」として、家事労働者の肉体的・精神的
ケアを心がけていることが明らかになった。
雇用主の中には、家事労働者の医療費や、祖
国にいる彼女らの家族の医療費などを負担
しているケースもあった。 

 
（５）被雇用者の多様な経験と家族扶養義

務：フィリピンでの 2 回にわたる調査では、
湾岸諸国で家事労働者の経験がある女性た
ちやその家族などから意見を聴取した。被雇
用者らは、実に多様な経験をしていることが
明らかになった。雇用主からレイプの被害に
遭ったものから、寛大な雇用主から給料以外
に金銭的支援を受けた者までが存在するこ
とは、出稼ぎ労働の経験が多様であることを
示しているが、同時に彼女らがどのような経
験をするかは、運次第といった不確実性に満
ちていることも明らかになった。 

とりわけフィリピンでの調査から明らか
になったことは、ほぼすべての被雇用者が家
族扶養義務を負っていることであった。 

 
本研究では、このように家事労働者とその

雇用主に焦点を当てて、彼女らのネットワー
クやアイデンティティ構築過程について明
らかにすることを目的としていた。本研究を
通じて、雇用主と被雇用者との複雑な権力関
係の一部が明らかになった。 



 

 

しかし、これらをさらに深く掘り下げて検
討するためには、斡旋業者や被雇用者の家族
など、当事者に関係する人びととの関係を無
視することができないことが明らかになっ
た。また、送り出し国と受け入れ国の政府や
人権団体などの組織的な検討も必要である
ことがわかった。 
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